
…間間日間州刷日日ｌ

2月10。

第566号、

毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

健康相談の

場所が変更

2月18日に開催の「1歳
6カ月児健康相談」と「母子
手帳の交付」場所は、「新
庁舎101会議室」から「新
庁舎1階の健炭相談室」に
変更となりました：。

役場新庁舎2月12日から業務開始
役場新庁舎がこのたび竣工し、2月12日（火）から業務を始めます。

なお、新庁舎への電話切替え工事を2月11日に行いますので、一時電話が

通じない時があります。ご協力をお願いいたします。

☆　今　月　の　税　金　☆

固　定　資　産　税（4期分）　納期限2月28日まで
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割
賦
販
売
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

る
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
月
賦
あ
る
い
は
分
割
払
い
と
一
般
に
呼
ば
れ
て

い
る
割
賦
関
連
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め
「
割

賦
販
売
法
」
が
改
正
さ
れ
、
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

従
来
、
商
品
の
売
り
手
（
販
売
者
）
と
巽

い
手
（
消
費
者
）
の
闇
の
割
賦
販
売
取
引
に

つ
い
て
は
、
消
費
壷
規
定
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
借
販
会
社
な
ど
が
介
在
す

る
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
（
図
参
凧
）
に
は
通

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
適
用
さ
れ

る
主
な
消
費
壷
規
定
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
取
引
条
件
の
表
示
＝
消
費
者
が

商
品
を
購
入
す
る
際
、
業
者
は
現
金
価
格
、

割
賦
価
格
、
手
数
料
な
ど
を
表
示
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す

⑧
書
面
の
交
付
＝
業
者
は
、
契
約

書
に
割
賦
価
格
、
分
割
回
数
な
ど
を
記
載
し

て
消
費
者
に
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す

⑧
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
＝
消
費
者
は

一
定
割
閣
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
の

申
し
込
み
を
撤
回
し
た
り
、
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
坊
間
販
売
の
場
合
の
み
）

坊
間
販
売
に
よ
る
割
賦
販
売
な
ど
の
場

合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
四
日
か
ら
七

日
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

迫
買
者
が
、
そ
の
支
払
い
能
力
を
超
え
て

画
聖
負
い
、
返
済
で
き
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
事
態
を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
で

す
。販

売
業
者
や
借
販
会
社
な
ど
は
、
消
費
者

に
対
し
、
過
剰
な
借
用
供
与
（
支
払
い
能
力

以
上
に
壁
蛋
約
を
す
る
）
を
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
ｑ
多
重
債
務
者
（
複
数
の
業

者
に
対
し
自
己
の
支
払
能
力
以
上
に
債
務
の

あ
る
人
）
の
発
生
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

粧
晶
」
が
指
定
さ
れ
、
ま
た
追
加
要
望
の
強

か
っ
た
「
印
章
」
も
追
加
さ
れ
、
一
層
の
消

費
者
保
護
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

以
上
が
、
改
正
さ
れ
た
割
賦
販
売
法
の
主

な
円
容
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、

何
に
も
ま
し
て
、
契
約
書
を
よ
く
舵
み
、
納

得
し
た
上
で
契
約
書
に
サ
イ
ン
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
．
契
約
は
慎
重
に
，

割
賦
販
売
法
で
は
、
規
制
の
対
象
と
な
る

商
品
を
政
令
で
定
め
て
い
ま
す
（
指
定
商
品

制
度
）
。

従
来
の
指
定
商
品
は
、
耐
久
性
の
あ
る
こ

と
が
主
な
条
件
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に

よ
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
増
え
て
い
る
消
耗
品

に
つ
い
て
も
政
令
で
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
消
耗
品
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
健

康
食
品
」
、
「
コ
ン
ド
ー
ム
」
お
よ
び
「
化

商
品
が
届
か
な
い
、
商
品
に
キ
ズ
が
あ
る

の
に
侶
販
会
社
な
ど
か
ら
支
払
い
帯
求
が
く

る
、
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
借
販
会
社
な
ど

に
対
し
て
支
払
い
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
四
万
円
以

上
の
商
品
の
み
）

’

割 賦 購 入 あ っせ ん

総合 割賦購入
あっせん

個晶 慧禦 会

（クレジットカード） （立替払い）

漸漸
立替払い　 商

（カード）ｌ　 晶

量

立替払い　 商

（個別）　 晶

量

購入者 購 入者

クレジットカードによる 1件ごとの契約による
分割払い 分割払い

子
供
が
一
機
六
カ
月
位
に
な
る
と
、
ワ

ン
ワ
ン
、
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
な
ど
身
近
な
動

物
を
指
さ
し
て
す
え
る
よ
う
に
な
り
、
二

機
に
な
る
と
簡
単
な
会
商
が
で
き
ま
す
。

子
供
の
発
達
は
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
を

経
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
今
、
こ
と
ば

が
「
お
そ
い
」
と
か
「
で
な
い
」
と
か
「

お
ち
つ
き
が
な
い
」
と
か
、
そ
ん
な
心
配

を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん

か
？
　
次
の
と
お
り
、
療
育
セ
ン
タ
ー
か

ら
宮
墾
専
門
の
先
生
を
招
い
て
、
こ
と
ば

の
相
談
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
こ
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
2
月
1
8
日
（
月
）
　
午
後
2
時

▽
場
　
所
役
場
「
彗
霜
燦
室
」

▽
申
込
み
　
役
蓬
対
策
係
に
電
話
で

．…＿＿．…＿＿…．●●…．＿●…．＿＿…．＿」

予
約
く
だ
さ
い
。

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

！…．＿
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住民税と国保税

の　申告　は

3月15日まで

住
民
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
の
時

期
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
次
の
日
程
で
申
告

と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
万
は
、
必
ず
由
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
号
で
譲
渡
所
得
の
申
告
を
三
月

四
日
・
五
日
エ
バ
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が

六
日
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
下
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
捏
出
し
な
い
人
で

も
、
次
の
方
は
住
民
税
・
国
保
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
者
　
　
⑥
廃
業
者

③
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
自
由
業
者

④
家
賃
な
ど
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ
て
い

る
人

⑨
大
工
、
左
官
業
者

⑨
日
雇
な
ど
日
給
者

①
年
金
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引

さ
れ
て
い
な
い
人

持

参

す

る

も

の

①
5
9
年
甲
の
所
得
の
わ
か
る
資
料

ィ
、
年
金
・
恩
給
支
払
通
知
書

ロ
、
源
泉
徴
収
票

ハ
、
収
入
状
況
の
わ
か
る
帳
簿

二
、
給
与
支
払
明
細
書

①
国
民
健
康
保
険
税
額
収
奪

（
役
場
納
税
係
で
交
付
し
ま
す
）

④
国
民
年
金
支
払
証
明
書

（
役
場
国
保
年
金
係
で
交
付
し
ま
す
）

④
生
命
保
険
支
払
証
明
書

⑧
印
鑑

※
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
税
務
課
・
課
税
係
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
（
些
一
〇
「
四
三
≡
）

譲
渡
所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

申告と納税相談日程

月　 日 時　 間 場　 所 地　　 区　　 名
税務署職

員来庁日

2月18日（月）9時～16時
役場101

大会議室
おかの台、高尾団地

2 月19日㈹ ク ク 頃末、松栄荘団地、水巻苑 2日19日

2 月20日㈱ 〃 〃
吉田一、吉田三、緑風園団地

垣添町住
2円20日

2 月21日㈹ 9時～16時 〃 二町住、下二町住、吉田団地

2月22日働 〃 ケ

鯉口団地、鯉口分譲、猪熊

町住、立屋敷、伊左座、

みずほ団地、机社宅

2月25日（即 9時～16時 〃 高松団地 2月25日

2月26日㈹ ケ ク 樋 口、下二 2月2柑

2月27日㈱ ク 〃 梅ノ木接地、猪熊 2月27日

2月28日（木） ケ ケ
美吉野団地、机、古賀、

新生街、古賀団地

3月1 日働 9時～16時 ケ

二、入江興産、林住宅、

吉田二、二野間住、サニーニ

ュータウン、吉田イワゼ町住

農 業 所 得 の あ　る 人

3月4 日（月）9時～16時
役場 101

大会議室
古賀、樋口、拷熊 3月4 日

3日5 日㈹ ケ ケ 立屋敷、伊左座、二、下二 3円5日

3月6 日㈱ ケ ク
吉田一、吉田二、吉田三、

頃末、机
3月6日

※土地、建 物 を売 った人 （譲 渡所得）は 3 月 4 日 ・5 日にお

こ し下 さい。

土
地
や
家
屋
な
ど
堂
讐
た
と
き
の
利
益

（
譲
渡
所
得
）
に
対
し
て
は
、
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

こ
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
売
渡
し
な

ど
読
癖
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
の
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
、
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
所
得
税
の
確
定
皇
口
が
期
限
（

三
月
十
五
日
）
に
遅
れ
ま
す
と
、
無
申
告
加

算
税
な
ど
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
の
住
ま
い
堂
㌢
た
と
き
の

三
千
万
円
の
特
別
控
除
や
居
住
用
財
産
の
貫

換
え
の
特
例
な
ど
の
課
税
の
特
例
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
音
を
提
出
し
な
け
れ
ば
適
用

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
課
税
の
特
例
の
通
用

を
受
け
ら
れ
る
万
は
、
必
ず
確
定
申
告
書
を

捏
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
若
松
税
務
署
（
蜜
七
六

一
1
二
五
三
六
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〔
譲
渡
所
得
の
申
告
と
相
談
日
〕

○
日
時
　
3
月
4
日
、
3
月
5
日

年
前
9
時
～
午
後
4
時

し
勘
所
役
場
二
Ｕ
一
大
会
議
室

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

不
動
産
貸
付
業
、
駐
車
場
業
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
及
び
デ
ザ
イ
ン
業
の
四
業
種
が
、

新
た
に
個
人
嘉
の
課
税
の
対
象
と
な
る

事
業
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
不
動
産
貸
付
業
と
駐
車
場
業
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
事
業
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
若
松
財
務
事
務
所
直

税
課
（
蟹
七
六
一
1
四
〇
二
五
）
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
嘉
の
納
期
は
、
「
八
月
」

と
「
十
一
月
」
の
二
回
と
な
っ
て
お
り
、
納

税
義
務
の
あ
る
方
に
は
毎
年
八
月
中
に
財
務

事
務
所
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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小雪降　る　中で出初式

新
春
を
飾
る
、
恒
例
の
「
遠
賀
郡
四
町
の

消
防
合
同
出
初
式
」
が
小
雪
降
り
し
き
る
一

月
十
三
日
、
遠
賀
町
の
総
合
運
動
公
園
で
勇

雪

ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

牡
に
開
か
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
三
百
四
十
一
人
が
参
加
。
小

雪
に
視
界
を
阻
ま
れ
る
な
か
で
、
団
員
に
よ

る
力
強
い
分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
、
郡
消
防

署
に
よ
る
ス
ノ
ー
ケ
ル
、
は
し
こ
車
操
法
な

ど
が
行
わ
れ
、
中
で
も
水
巻
町
消
防
団
は
一

糸
乱
れ
ぬ
ポ
ン
プ
操
法
を
発
表
、
観
衆
の
盛

ん
な
抽
出
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰
式

に
は
消
防
活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た
団
員
や
一

般
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
関
係
の
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

福
岡
県
知
事
表
彰

○
感
謝
状
＝
入
江
雅
人

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
金
馬
蹄
Ｈ
Ｈ
水
巻
町
消
防
団

0
永
年
勤
続
－
！
（
2
0
年
）
入
江
雅
人
　
（
1
5

年
）
増
田
博
己
、
坂
口
健
治
、
上
田
信
幸

（
ュ
0
年
）
臼
井
秀
雄

○
優
良
団
員
＝
塩
田
喬
、
宮
崎
関
連
、
秋
田

忠
堆
、
木
下
芳
治

○
防
火
消
防
施
設
・
宣
伝
の
普
及
改
善
功
労

者
＝
永
澤
一
子
（
一
般
者
）

0
消
防
事
務
担
当
者
＝
嶋
田
幸
次

福
岡
県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長

表
彰

0
分
団
水
巻
町
消
防
団
第
五
分
団

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

増
田
博
己
、
出
利
美
博

消
防
団
長
表
彰

宮
川
静
雄
、
梯
和
利
、
立
山
博
清
、
安
永

安
夫
、
宮
崎
堆
介
、
小
出
水
靖
昌
、
間
野

敬
彦
、
福
山
勲
、
経
塚
慶
次
、
中
田
清
孝

4

三・・日い息をはずませ
一糸乱れぬポンプ

操法の実技をする
水巻町消防団

‥‥・ト

寒さにふるえながら
観賞も大変だ。

少女バレー交流大会
◇伊左座が優勝◇

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
一
月
二

十
七
日
、
直
方
市
体
育
館
で
開
か
れ
、
伊
左

盛
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

直
方
市
、
福
岡
市
を
は
じ
め
、
筑
豊
地
区

か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
。
白
熱
し
た
試
合

が
線
の
広
ろ
け
ち
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は

伊
左
座
と
吉
田
の
水
巻
勢
同
士
の
対
戦
、
伊

左
座
が
吉
田
を
下
し
、
今
年
初
の
対
外
試
合

を
制
し
て
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
今
年
も
伊
左
盛
旋
風
が
巻
き
起
こ
る

か
楽
し
み
で
す
。

伊左座●決勝トーナメント

．　．．

「‾－「

吉田（水巻）　芦屋（芦屋）　山田（岡垣）　筑紫ケ丘（福岡）伊左座（水巻）
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白い粉－覚せい剤の恐ろしさについて、あ

なたはどのくらいこ存じですか。暴力団など一

部の人たちだけのものと患っていませんか。
ところが、覚せい剤は、わたしたち一個軒市民

の生酒をじわじわと脅かしつつあるのです0現
に、昨年、覚せい剤事犯の検挙者は1，267人。

覚せい剤の中毒者による通り魔殺人や放火など

、凶悉な犯罪や悲惨な事故が後を断ちません。

特に最近は、覚せい剤が青少年や主婦層にま

で広がっており、その被害は家庭や職場にまで

忍び寄ってきています。

わたしたちの生活を耐布のどん底におとしい

れるこの白い粉を、何としても迎改しなくては

なりません。そのためには、皆さん一人一人の

自覚と協力が何よりも大きな力になるのです。

☆覚せい剤で

悩んでいる人、知ってる人

ホワイトテレホン　691－0331

ヽｔｔ．一ｈ－ｌ．ｌｔ－ｈ′ｔ．ｌｈ′ｌ°．ｔ一一4ｌｈｌｈｔｌ°ｌｔｔ－′ｌｔ4ｔ4－ｔｌｈ′ｌ4ｌｔｌ．ｔｌ°ｌ°′ｌｒｌｔｄｈ°．°ｌｔ′ｌ

愛
　
の
　
贈
　
物

Ｃ
水
巻
町
商
工
会
婦
人
部

年
末
に
開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
ル
の
益
金
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
新
庁
舎
の
備
品
購
入
費
に
充
て
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

○
岡
　
清
子
さ
ん
（
立
屋
敷
）

水
墨
画
の
個
展
開
催
を
記
念
し
て
、

金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は

身
障
者
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入
費
に
充

て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

．．Ｈｌ．ｌＰｌ－ｔｌ．ｌ′ｔｌ．ｌｒｌ′ｔｌｔｌ′ｔｌ°．．1′ｔｌｔｌ．ｔｌ°ｌＰり．ｌ°．′ｔ，ｈｌ′ｔ′ｔｌ…ｔｌ．ｔｐりｔｌｔ

卓球選手権大会を開催
く＞日時　2月17日　午前9時30分開会

◇会場　水巻町「町民体育館」

◇競技穫目

一般男子（単・複）

一枚女子（単・複） 〉中学生以上

◇参加申込み

当日（9時－9時30分〕会場で受付けます

町内の剣豪60名が熱戦

－剣　道　選　手　権　大　会－

烈しい錆（つば）競合を展

開一気暁の入った試合が繰
り広げられました。

一
月
二
十
七
日
肌
寒
い
冬
空
の
下
、
武
道

館
で
は
町
内
か
ら
中
学
生
以
上
の
剣
士
六
十

名
が
参
加
し
て
、
第
五
回
目
の
水
巻
町
剣
道

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
中
学
生
の
部
】

優
　
勝
　
古
川
　
宏
（
机
）

準
優
勝
　
木
谷
公
祐
（
机
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
池
永
キ
ク
ミ
（
頃
宋
北
）

準
優
勝
井
出
敏
子
（
猪
熊
）

【
三
段
以
下
・
4
0
歳
未
満
の
部
】

優
　
勝
　
原
己
徹
彦
（
高
松
団
地
）

準
優
勝
　
小
野
礼
一
（
吉
田
ノ
二
）

【
同
・
4
0
歳
以
上
の
部
】

優
　
勝
武
谷
等
ニ
（
頃
末
北
）

準
優
勝
　
木
谷
長
男
（
古
賀
）

【
四
段
以
上
・
4
0
歳
未
満
の
部
】

優
　
勝
　
黒
木
三
郎
（
上
二
）

準
優
勝
　
清
水
明
徳
（
高
松
田
地
）

【
同
・
4
0
歳
以
上
の
部
】

優
　
勝
　
尾
崎
重
二
（
高
松
団
地
）

準
優
勝
　
滝
口
　
泉
（
伊
左
座
）

水巻チーム4年ぶり優勝

－郡内四町対抗駅伝－

貿
町
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
十
チ
ー
ム
エ
バ
十
名
。

二
六
・
四
㌔
㍍
の
六
区
間
で
白
熱
し
た
競
い

と
な
り
ま
し
た
。
水
巻
町
チ
ー
ム
は
、
山
本

渡
君
（
南
中
）
が
区
間
賞
を
取
る
活
躍
を
果

す
な
ど
全
員
が
健
闘
し
、
四
年
ぶ
り
に
大
会

新
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
二
月
十
日
宗
像
市
で
行
わ
れ
る
福

岡
県
郡
市
対
抗
青
年
大
会
に
岡
部
正
美
さ
ん

（
猪
熊
）
と
仲
野
裕
之
さ
ん
（
吉
田
ノ
三
）

が
出
場
し
ま
す
。

〔
大
会
の
結
果
〕

▽
一
位
　
水
巻
町
Ａ
（
安
恒
、
那
須
、
山
本

岡
部
、
為
近
、
仲
野
チ
ー
ム
）

1
時
間
2
7
分
⊥
0
秒

▽
二
位
　
芦
屋
町
Ａ
 
ｌ
時
間
2
7
分
1
5
秒

▽
三
位
　
遠
賀
町
Ａ
 
ｌ
時
間
2
8
分
2
1
秒

一
月
二
十
七
日
肌
寒
い
冬
空
の
下
、
第
三
　
▽
四
位
　
岡
垣
町
Ａ
 
ｌ
時
間
2
9
分
3
2
秒

十
三
回
遠
賀
郡
四
町
対
抗
駅
伝
大
会
が
、
遠

大
会
新
記
録
で
四
年
ぶ
り
に
優
勝
を

果
し
た
水
巻
チ
ー
ム
の
選
手
。
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二カーも

普通自動車免許

が必要です。

道
路
交
通
法
施
行
令
及
び
道
壁
父
通
法
施

行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
二
月

十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
、
原
動
機
付

自
転
車
と
さ
れ
て
い
る
総
排
気
量
5
0
∝
以
下

2
1
∝
以
上
の
三
・
四
輪
車
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ

ニ
カ
ー
」
は
施
行
後
、
普
通
自
動
革
と
な
り

運
転
す
る
に
は
普
通
自
動
車
免
許
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
経
過
措
置
と
し
て
、
大
型
特
殊

免
許
、
自
動
二
輪
免
許
、
康
付
免
許
を
有
し

5
0
∝
ミ
ｌ
嘉
Ｉ
を
運
転
し
て
い
る
万
は
、
二

月
十
五
日
か
ら
八
月
十
四
日
ま
で
の
間
（
六

か
月
間
）
、
ミ
ｌ
石
－
限
定
普
通
免
許
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

免
許
を
取
得
し
な
い
と
八
月
十
五
日
以
降
は

運
転
で
き
ま
せ
ん
。

項　 目 内　　　　　　　　　 容

試験 の実施

期　 間 昭和60年 2 月15 日から昭和60年 8 月14 日までの 6 か月間

実施 日 毎週火曜日、受付 8 時30分～ 9時

場　 所 北九州 自動車運転免許試験場

手数料 試験手数料 1，50 0円　 交付手数料 1，10 0円

受 験 資 格

施行の際、現 に大型特殊免許、自動二輪免許又は原付免許 を

受けており、かつ、 ミニカーの運転に従事 している者 （身体 に

障害のある方が乗っている原付の三 ・四輪車も含まれます。）

※受験者は、必ず事前に折尾警察署交通総務係（691－0331・内線261）
におたずねください。

住
民
票
の
写
し
を
二
百
円
に

1
‥
交
付
手
数
料
を
一
律
百
円
引
き
上
げ
1

冊11…Ⅲ

役
場
窓
口
で
交
付
し
て
い
る
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
証
明
、
所
得
証
明
な
ど
の
交
付
手

数
料
を
四
旦
日
か
ら
一
律
百
円
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
八
年
四
月
か
ら
、
戸
籍
の
謄
本
・
抄

本
が
、
一
百
円
か
ら
三
百
円
に
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
統
一
の
料
金
で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
水
巻
町
で
も
六
年
ぶ
り
に

交
付
手
数
料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

改
正
後
の
各
種
証
明
の
料
金
は
、
下

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

督
促
手
数
料
を
百
円
に

税
や
水
道
の
使
用
料
を
期
限
内
に
納

付
し
な
い
人
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
督
促
手
数
料
も
四
月
一

日
か
ら
督
促
状
一
道
に
つ
き
現
行
七
十

円
を
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（

新　し　い手数料

0印鑑に関する言正明・…　　　…1部　200円

○身分に関する証明……………1部　200円
○住民票の写……………………1部　200円

○戸籍附票の謄抄本‥・・‥　　‥・1部　200円
○税務に関する言正明……………1部　200円

○印鑑登録証（再当館の場合のみ〕1部200円

○営業に関する証明……………1部　200円

○住：民基本台帳、課税台帳、

字図その他公簿の閲覧………1件　200円
○その他の言正明‥‥　　　　　　‥・1吾6　200円

身
体
障
害
者
の

集
団
見
合
を
開
催

福
岡
県
身
体
障
盛
暑
結
婚
相
談
所
で
は
、

次
の
と
お
り
由
込
み
者
の
つ
と
い
（
集
団
見

合
）
を
、
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
3
日
　
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

▽
会
場
福
岡
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
長
浜
一
丁
目
ニ
ー
八
）

▽
申
込
期
限
　
2
月
2
3
日
ま
で

▽
申
込
先
福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相

談
所
（
福
岡
市
中
央
区
一
丁
目
ニ
ー
二
二

福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
宙
〇
九

二
－
七
五
一
－
三
二
三
九
）
へ
。

定
時
制
・
通
信
制

の
生
徒
募
集

働
き
な
が
ら
藁
葺
丁
校
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
、
公
立
高
校
の
定
時
制
謀
及
び

通
信
制
課
程
で
は
、
次
の
要
領
で
生
徒
募
集

を
行
い
ま
す
。

〔
定
時
制
課
程
〕

▽
願
書
受
付
　
2
月
ュ
8
日
～
2
月
2
5
日
正
午

▽
学
力
検
査
　
3
月
1
3
日
（
水
）

▽
学
校
名
　
門
司
、
小
倉
南
、
小
倉
西
、

戸
畑
中
央
、
若
松
、
八
幡
中
央
、
鞍
手

（
水
巻
町
周
辺
の
学
校
名
で
す
）

〔
通
信
制
課
程
〕

▽
願
事
受
付
　
3
月
3
0
日
～
4
月
9
日

▽
合
格
発
表
面
接
と
奮
類
審
査
に
よ
り
随

（

時
合
格
者
を
決
定
し
ま
す
。

▽
学
校
名
　
修
猷
館

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
庁
指
導
第
一

部
指
導
第
一
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
⑪
〇
九
二
－
六
五
一
－
一
二
一
）

鯉
口
分
譲
住
宅
を
販
売

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
の
「
鯉
口
田
地
分

譲
住
宅
」
購
入
者
を
、
次
の
と
お
り
先
着
順

で
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

▽
募
集
戸
数
　
4
戸

▽
譲
渡
価
額

2

、

0

5

7

万

円

～

2

、

4

1

5

万

円

▽
土
地
面
積
平
均
2
5
8
が
（
約
7
8
坪
）

▽
建
物
面
積
平
均
1
0
4
が
（
約
3
1
坪
）

※
お
問
い
合
せ
、
お
申
込
み
は
、
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
事
業
課
（
魯
〇
九
二
－
七
二

一
－
一
三
二
一
）
へ
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

スナップ写真を

さしあげます．／

1月15日、町民会館で行われ
た成人式のスナップ写真を無料
でさしあげます。写真は「めが
ねのメさ芦堂」　Ｃ西鉄バス水巻駅
前バス停の前〕ショーウインド
ーに掲示してあります。

ちょっと、のぞいて見ては、
いかがですか－あなたの写真
もあるかも。
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身
体
障
害
者
を
対
象

県
職
員
採
用
試
験

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
日
～
2
月
1
6
日

▽
職
　
種
一
般
事
務
　
六
人

▽
受
験
資
格
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
1
5
条

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
四
級

ま
で
の
者
で
、
①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で

き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
的
な
者
　
㊥
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か

ら
紹
和
4
2
年
1
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
　
㊥
福
岡
県
円
に
住
所
を
有
す
る
者

④
括
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
及
び
口
頭
に

よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
者
　
㊥
日

本
国
籍
を
有
す
る
者
　
㊥
地
方
公
務
員
法

第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
者

▽
受
験
手
続

申
込
み
用
紙
は
、
遠
羞
僧
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
福
岡
市
博
多
区

東
公
園
七
－
七
）
へ
、
返
宿
用
封
簡
を
同

封
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
人
事
委
員
会
任
用
課

（
宙
〇
九
二
－
六
四
一
－
三
八
八
三
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛
　
の
　
贈

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会
僧
祉

協
議
会
に
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
茎
僧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
下
　
二
　
故
・
小
田
テ
ル
殿

○
猪
鮨

戦
傷
病
者
の
乗
車
券
　
　
○
猪
熊

引
換
証
の
請
求
受
付

○
猪
　
鰯

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は

昭
和
六
十
仕
度
の
乗
車
券
引
換
証
交
付
の
請
　
　
〇
　
二

求
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
2
月
1
5
日
～
2
月
2
8
日

▽
受
付
場
所
役
場
社
会
課
民
生
係

▽
持
っ
て
来
る
物

・
戦
傷
病
者
手
帳
・
印
か
ん

小
田
安
宏
殿

故
・
山
田
今
朝
一
殿

山
田
ヒ
デ
殿

故
・
香
月
米
太
郎
殿

香
月
一
三
殿

故
・
江
藤
キ
マ
殿

江
藤
正
彦
殿

故
・
藤
崎
ア
イ
子
殿

藤
崎
国
明
殿

故
・
入
江
重
雄
殿

入
江
廣
一
郎
殿

故
・
村
田
ミ
ツ
エ
殿

村
田
利
夫
殿

さわたり　ひろあき

猿渡　弘幸くん　　〉
昭和59年3月26日生

（萱墓）さんの長男
おしゃべりや伝い歩きが上

手になってきました0探検好ｉ

きで、気のやさしいおっとり　妻
した子です0友達の事を思いＩ
やる優しく、賢い子に育って　妻
欲しいものです。　　　　　Ｉ

Ｃ頃末西平苑）妻
′＿．りｌ仙～””Ｈ．～．”州．～・．”．．．．～．．Ｉ．”．．～．．．”．．～・．”ｔ，．ノ〉

なかしま　ちひろ

中島　千弘ちゃん
昭和59年4月26日生

（要撃）さんの長女
私、10カ月目、少し太りす

ぎなの－でも、ハイハイも

速いし、元気はつらつ。パパ

が大好き、お風呂も一緒。千

弘ちゃん愛らしく、やさしい

娘に育ってね……母より。

（おかの台団地1棟）

水巻町職員採用試験
（学校用務員）

▽
採
用
職
名

学
校
用
務
員
若
干
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
2
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
0
年
1

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
通
勤
可
能

な
男
子
。

⑧
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
第

ュ
6
条
に
該
当
し
な
い
者
。

▽
申
込
み
先
及
び
期
間

川
申
込
み
先

水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

∽
受
付
期
間

2
月
1
8
日
か
ら
3
月
2
日
ま
で

平
　
日
　
9
時
～
1
7
時

土
曜
日
　
9
時
～
1
2
時

▽
申
込
み
方
法

申
込
み
用
紙
を
水
巻
町
役
場
総
務
課
人

事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
担
出
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
受
付

等
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
試
験
日

○
第
一
次
試
験
　
3
月
ュ
0
日
（
日
）

○
第
二
次
試
験
　
3
月
下
旬
こ
ろ

※
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

役
場
人
事
係
（
些
一
〇
一
－
四
三
≡
）
で

お
答
え
し
ま
す
。

ネズミ退治をしましょう

節
　
ネ
ズ
ミ
は
、
薦
作

物
や
食
料
品
を
食
い

荒
ら
す
ほ
か
、
各
種

疾
病
を
媒
介
す
る
な

と
、
私
た
ち
の
生
晴
に
多
大
な
影
響
を
お
よ

ほ
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
力
が
強
い
の
は
、
ネ
ズ
ミ
算
と
い
う

言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
例

え
ば
、
種
類
に
よ
っ
て
は
一
度
に
二
十
匹
近

く
も
産
む
こ
と
が
あ
の
∴
そ
の
子
ど
も
も
五

十
日
前
後
で
成
育
し
て
、
ま
た
子
ど
も
を
産

む
ー
。
ネ
ズ
ミ
の
数
は
、
都
市
で
ほ
ほ
ほ

人
口
と
同
数
、
田
舎
で
は
そ
の
二
～
三
倍
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
は
、
年
間
を
通
じ
て
生
息
し
、
特

に
三
月
～
五
月
と
九
月
～
十
二
月
に
繁
殖
し

行
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「

ネ
ズ
ミ
退
治
」
は
、
三
月
．
又
月
．
が

適
当
な
時
期
と
い
え
ま
す
。

今
年
も
、
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日

ま
で
、
県
下
一
斉
に
「
地
域
ぐ
る
み
の
防
除

運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

☆
毒
エ
サ
を
配
布
し
ま
す

毒
エ
サ
を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
隣
組
で
取
り
ま
と
め
て
、
組
長
さ
ん
が
役

場
環
境
衛
生
係
に
お
い
で
下
さ
い
。



巻
昔
ば
な
し
貞

石
　
炭
　
物
　
語
　
㊥

1

キ

ッ

ネ

の

恩

返

し

1

ヤ
マ
に
は
、
キ
ッ
ネ
と
犬
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
迷
信
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
時
代
の
梅
ノ
木
炭
坑
で
の

話
で
あ
る
が
、
つ
い
で
に
こ
こ
で
書
く
こ
と
に
す
る
。

当
時
の
梅
ノ
木
に
は
、
小
さ
な
ヤ
マ
が
三
カ
所
に
あ
っ

た
。
共
稼
ぎ
を
し
て
正
直
者
で
通
っ
て
い
た
与
吉
と
せ
つ

は
、
そ
の
ヤ
マ
の
ひ
と
つ
で
働
い
て
い
た
。
あ
る
日
の
夕

方
、
坑
内
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
二
人
は
赤
ん
坊
に
乳
を
飲

ま
せ
る
た
め
に
、
帰
り
道
を
急
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
道

の
そ
ば
で
キ
ッ
ネ
の
悲
し
い
鳴
き
声
が
し
た
の
で
、
二
人

で
闇
の
な
か
を
す
か
し
て
み
る
と
、
母
キ
ッ
ネ
が
足
を
鉄

砲
で
撃
た
れ
て
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
子
キ
ッ
ネ

が
無
心
に
母
キ
ッ
ネ
の
乳
を
飲
ん
で
い
る
の
を
み
た
。
可

愛
想
に
思
っ
た
二
人
は
、
親
子
の
キ
ッ
ネ
を
抱
い
て
帰
っ

て
介
抱
し
た
が
、
母
キ
ッ
ネ
の
傷
が
深
か
っ
た
の
か
、
の

ち
に
は
乳
が
ま
っ
た
く
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い

せ
つ
に
乳
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
が
子
と
一
緒
に
乳
を
飲
ま

せ
て
可
愛
が
っ
て
い
た
が
、
二
、
三
カ
月
も
す
る
と
母
キ

ツ
ネ
の
傷
は
い
え
て
子
キ
ッ
ネ
も
大
き
く
な
っ
て
、
夜
に

は
親
子
で
外
へ
出
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
親

子
の
キ
ッ
ネ
は
い
つ
山
へ
帰
っ
た
の
か
、
与
吉
と
せ
つ
が

坑
内
へ
さ
が
っ
て
い
る
間
に
、
姿
が
み
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
、
三
日
し
た
夕
方
。
与
吉
の
納
屋
に
ひ
と

り
の
少
女
が
訪
ね
て
き
た
。

「
わ
た
し
は
、
わ
け
あ
っ
て
親
も
と
を
離
れ
て
き
た
者

で
す
。
食
事
だ
け
で
よ
い
で
す
か
ら
、
し
ば
ら
く
子
守
に

雇
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。
」

二
人
は
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
そ
う
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
娘
は
働
き
者
で
子
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

食
事
の
仕
度
か
ら
拭
き
掃
除
に
至
る
ま
で
手
か
け
て
、
の

ち
に
は
坑
内
へ
赤
ん
坊
を
連
れ
て
い
っ
て
、
せ
つ
の
乳
を

飲
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
朝
の
こ
と
、
夫
婦
で
坑
内
へ
さ
が
る
仕
度
を
し
て

い
る
と
、
子
守
が
言
っ
た
。

「
わ
た
し
は
、
き
の
う
乳
を
も
ら
い
に
坑
内
へ
い
っ
た

あ
な

と
き
、
坑
の
な
か
で
鬼
火
を
み
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ

て
今
朝
早
く
坑
内
を
の
ぞ
い
て
見
ま
し
た
と
こ
ろ
、
や
は

り
鬼
火
が
燃
え
て
い
る
の
を
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
坑
内
で

不
吉
な
こ
と
が
お
こ
る
前
ぶ
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
今
日
は
仕
事
を
休
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

夫
婦
は
不
思
議
に
患
っ
た
が
、
そ
こ
は
縁
起
を
か
つ
ぐ

坑
夫
の
こ
と
、
こ
れ
を
聞
く
と
仕
事
へ
行
く
気
に
も
な
れ

ず
、
そ
の
日
は
休
む
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
昼
す
ぎ
に
な
っ
て
、
ヤ
マ
の
万
で
急
を
知
ら

せ
る
半
鐘
が
な
り
出
し
た
。
み
ん
な
が
坑
口
の
方
へ
走
っ

て
い
く
の
で
、
与
吉
と
せ
つ
も
走
っ
て
い
く
と
、
ヤ
マ
は

水
没
し
て
坑
内
は
水
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば
ヤ

マ
の
横
の
池
が
ば
れ
て
坑
内
に
水
が
は
い
っ
て
、
な
か
に

い
た
二
十
数
人
の
坑
夫
は
み
な
助
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
聞
い
て
二
人
は
、
今
朝
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
お
れ
た
ち
夫
婦
は
助
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
も
あ
の
子

守
の
お
か
げ
で
…
…
。
」

急
い
で
納
屋
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
赤
ん
坊
は
昼
寝
を
し

て
い
た
が
、
子
守
の
姿
は
み
え
な
か
っ
た
。
近
所
の
人
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
事
故
の
あ
っ
た
こ
ろ
、
裏
山
の
万
へ
登
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
二
人
は
ハ
ッ
と
し
た
。

「
あ
の
子
守
は
子
キ
ッ
ネ
で
は
あ
る
ま
い
か
、
き
っ
と

母
キ
ッ
ネ
の
言
い
つ
け
で
子
守
に
化
け
て
、
助
け
に
き
て

く
れ
た
の
だ
。
そ
う
い
え
ば
親
子
の
キ
ッ
ネ
が
い
な
く
な

る
と
、
す
ぐ
子
守
が
き
た
…
…
。
」

二
人
は
キ
ッ
ネ
の
恩
返
し
に
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。
そ

れ
か
ら
は
、
夫
婦
で
家
の
な
か
に
お
稲
荷
さ
ま
を
祭
っ
て
、

毎
日
、
拝
ん
で
仕
事
に
出
て
い
っ
た
と
い
う
。

こ
の
物
語
は
与
吉
の
近
所
で
子
供
の
こ
ろ
に
住
ん
で
い

た
人
の
話
で
あ
る
が
、
あ
る
日
、
坑
夫
と
緑
の
な
い
お
稲

荷
さ
ま
を
祭
っ
て
い
る
の
で
与
吉
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ

の
話
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
キ
ッ
ネ
と
子
守

は
偶
然
の
一
致
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
与

吉
夫
婦
は
、
キ
ッ
ネ
が
助
け
て
く
れ
た
も
の
と
か
た
く
信

じ
て
い
た
と
い
う
。

な
お
史
料
に
よ
れ
ば
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
、
栴
ノ

木
炭
坑
で
死
者
二
十
八
人
の
浸
水
事
故
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ま
、

そ
の
と
き
の
赤
ん
坊
は
水
巻
町
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
が
、

そ
の
人
が
今
も
お
稲
荷
さ
ま
を
祭
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

聞
き
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

□
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